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住友金属鉱山株式会社（本社：東京都港区、代表取締役社長野崎明）は、本日、2023 年度入社式

を執り行い、総合職 60 名ならびに本社一般職 7 名が出席しました。野崎社長からの訓示の要旨は

以下のとおりです。 
 

当社を取り巻く環境と目指す姿 

昨年度はウィズコロナが定着し、行動制限が緩和され、徐々に経済活動が再開された。一方で、

ロシアのウクライナ侵攻、世界的なインフレーション、そしてトルコ、シリアでの大地震と、激

動の一年となった。このような中、当社は昨年度より「変革への新たな挑戦」をテーマとした２

０２１年中期経営計画をスタートさせた。我々を取り巻く事業環境は従来と比較にならないスピ

ードで変化し、将来の予測が極めて困難な時代に突入している。当社でも、カーボンニュートラ

ルやデジタルトランスフォーメーション、人材確保といった新たな経営課題に直面している。こ

の課題を真正面から捉えて対応するために、現状を疑い、あるべき姿の実現に向けて、失敗を恐

れずにチャレンジし、「変革」を会社全体で推し進めている。社会人の皆さんにとっては初めて

経験することばかりが続き、変化を理解することは困難であると思う。しばらくは、自分たちが

生きるこの時代を自ら、主体的に、どう切り拓いていくのか、当社の経営や事業はどうあるべき

なのか、という観点で物事を考える習慣を身に付ける努力をお願いしたい。 

 

忘れてはならないこと 

一方、世の中が変わっても変わらない、変わってはいけないものもある。1999 年 9 月に起きた東

海村の JCO 臨界事故から昨年で 23 年になった。皆さんのほとんどが生まれたばかりの頃の出来

事である。この事故の内容をよく知らない人もいるかもしれないが、当社に入社した以上、自分

が入社する会社で起きた出来事としてしっかり見つめてほしい。我々は事故の反省と教訓を踏ま

え「忘れてしまいたいことがある、しかし忘れてはならないことがある」を胸にこの 20 年間を駆

け抜けてきた。この事故は当社経営のターニングポイントであり、事故の教訓は当社の経営判断

の重要な基準となっている。環境が変化する中にあっても、決して風化させてはならないものも

あることを覚えておいてほしい。 

 

 

 

2023年度新入社員への社長訓示（要約） 



新入社員へのメッセージ 

（１）現場に学ぶ 

研修終了後は、皆さんの大半がものづくりの現場に配属される。そこでは事務系・技術系を問わ

ず、現場にどっぷりと浸かり、仕事の基礎を確実に身につけることが肝要だ。言い換えれば、社

会人としての素地を固めてほしい。ここが出発点となる。自らイメージしていたことと少し違う

かもしれないが、その仕事が何事にも代えられない貴重な経験になることを肝に銘じていただき

たい。 

（２）専門性を高める 

皆さんに期待しているのは創造的な仕事であり、組織を牽引する役割だが、一足飛びにはいかな

い。会社は個の集合体であり、そのパフォーマンスを最大化するためには、一人ひとりが高い専

門性を持つことが求められる。担当する職務、その分野において世界で通用する力量をつけてい

ただきたい。我々の戦うフィールドは世界であり、世界屈指の企業や専門家達と伍していくに

は、互角以上の専門知識が不可欠であることは言うまでもない。そのためには、常に周囲の状

況・情報収集を怠らず、自身の立ち位置を把握し、学び続けることを強く意識してほしい。我々

は学び続ける人を常に支援する。 

（３）コミュニケーションを大切にする 

仕事は一人の力で完結するものではない。仲間とコミュニケーションをとって協力しあい、一つ

の目標に取り組むことで大きな成果を生み出す。コミュニケーションで最も大切なことは自らの

考えを持つことである。自らの意見をもって、仲間と活発な議論をしてほしい。同時に、仕事で

関わる「人」と誠実に向き合い、信頼関係を築くことはとても大切である。できるだけ対面での

コミュニケーション機会を心がけ、対面だからこそ生まれる人間関係も大切にしていただきた

い。 

 

現状維持は退歩と同じで、組織も衰退する。現状に甘んじることなく正しい危機感を持たなけれ

ば、いずれ致命的な問題に直面する。当社は 430 年に及ぶ長い歴史のなかで、幾度となく存亡の

危機に見舞われてきたが、そのたびに先人たちの知恵と努力で乗り切り、発展を成し遂げてき

た。いつの時代も変化への対応は重要だが、世界の潮流を予測することは簡単ではない。これか

ら世界 が、そして当社が直面する課題は、これまで経験したことのない、複雑に入り組んだ課題

である。だからこそ若い皆さんの柔軟かつフレッシュな発想や行動力が必要であり、大いに期待

している。ともに手を携えて頑張っていこう。新たなチャレンジに向けて、自由闊達に意見をぶ

つけ合い、存分にその力を発揮してほしい。 

 

 

 

 



 

 

 

 

（ご参考）2023 年 4 月 1 日付 新入社員数 

 

 

 

 

 

以上 

本件に関するお問合せ先 
 

住友金属鉱山株式会社 広報ＩＲ部  東京都港区新橋 ５－１１－３ 新橋住友ビル 

ＴＥＬ：０３－３４３６－７７０５ Ｅメール：smm_koho@smm-g.com 

2023年4月1日 2022年4月1日

事務系 11 15

技術系 49 31

大学院・大学卒社員 23 11

高等専門学校卒社員 16 16

短大・専門学校卒社員 0 0

高等学校卒社員 50 55

新入社員数

総合職
※高専専攻科生はこちらへ含む

一般職


